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＜連絡事項＞

・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞

★鈴木文代様：担当ケアマネより連絡があり、特別養護老人ホーム「百石荘」のショートステイが1床空いた為、退院を進めたいとの連絡がありました。ショートステイに入所後に、長期入所に移行していく予定です。田名部Drに報告し、退院許可を頂いています。また、施設入所の為の診断書も作成済みであることから、施設の受け入れが整い次第、入所可能となりますので、退院時書類の作成をお願い致します。

　　　　　　　現在調整・確認済みの内容については以下の通りです。

　　　　　　　①退院・施設入所については家族にケアマネより連絡済み

　　　　　　　②退院時は、施設送迎

　　　　　　　③退院後の通院は、おいらせ病院の予定

　　　　　　　　　　　→確定後、田名部Drへ情報提供書の作成をSWより依頼していく退院時処方や退院日・退院時間についてはまだ施設側より連絡頂けていない為、連絡が来次第病棟にも報告します。

★山本眞規子様：現在、体験外泊等行っているとのことで、本人と面談し「兄との関係性について・退院後の住居について・今後の生活について」など確認しました。その中で、「他の部屋の住民は変な人がいる」「兄を良く思っていないけど、そんなことを言ったら先生に退院させて貰えなくなる」などと話していたことを伊藤Drへ報告しています。また、今までの経過より退院前訪問指導を行いたいことを伊藤Drへ相談したところ、自宅を訪問し様子や服薬について確認をしてきて欲しいとの指示がありましたので、本人の外泊等の自宅に戻る時と病棟・SWの都合を調整し訪問したいと考えています。山本様の次回の外泊等、日程が分かり次第連絡頂きたいと思います。また、指示箋や検討書の作成をお願いします。

★小泉喜作様：娘の安保様に連絡が繋がり、現在、介護保険更新申請中ですが、判定結果がまだ下りてきていないようでした。結果が下り次第、連絡頂くこととしましたが、もし病棟に連絡がありましたら、SWにもご連絡頂きたいと思います。

宜しくお願い致します。

SW　西舘　翔子
＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・木村　格治様～終日隔離中。午前･午後2時間の開放観察実施。声高さ、妄想発言なく経過。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・畑中　成夫様～終日隔離中。午前･午後2時間の開放観察実施。余暇時はホールで過ごされている。他者トラブルなく経過。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

＜要注目患者様＞
・澤口　利香様～朝より母親へ私物要求の電話して・・とスタッフへ依頼あり対応している。10:15ソワソワして落ち着かないと訴え、ヒベルナ1T内服している。

・桑原　幸一郎様～10：00に体温38.4℃。継続指示にてアンヒバ坐剤（200）1個挿肛しその後は36.0℃まで解熱している。その他、バイタルサイン異常なし。痰絡みあるが自己排痰出来ている。

・百澤　豊子様～バイタル異常なく、食事のエプリッチは介助にて1/2摂取できている。むせ込みはない。点滴自己抜去あり、対応している。
・赤坂　耕作様～バイタルサイン異常なし。朝食は介助にて3/4～全量摂取されているが嚥下状態不良。胸部X-Pの結果肺炎所見あり。田名部Dr指示にて食止め、点滴キープとしている。

・中山　真由美様～食事は摂取出来ており、内服の拒否も見られない。食事以外は自室で臥床されている。妄想発言なし。

＜安ヶ平Dr診察＞

・木村　格治様～靴下39足、健康食品「めばえ」の購入のDr許可を得ている。次回定期処方からセンナリド8T→7Tへ減量となる。

・野田　敏治様～次回定期処方よりオランザピン10mg→5mgへ減量となる。

・中山　真由美様～入院に至った経緯について怠薬はないと話している。診察途中で「具合が悪いので」と退席している。妹様、残薬持参され、入院時と同内容のため、7/8夕食後まで内服許可となる。

・新堂　寿子様～下肢の腫脹は軽減され、疼痛の訴えもない。ワーファリンの内服を徐々に減量しながら様子見ていきましょうと説明され了解している。東京での措置入院した経緯を考慮すると障害年金を1級から2級に引き上げる必要があるため検討して行く事としている。次回定期処方よりリスペリドン1mg→0.5mgへ減量となる。

＜田名部Dr診察＞

・袴田　将志様～臨時薬のオランザピンODからエビリファイに変更になり、他、同様で7日分処方となる。

・小澤　和子様～臨時薬変更なく7日分処方となる。

・澤村　彬様～睡眠確保目的にて、処方変更あり、7日分処方となる。

· 平野　稔様～退院に向け、外泊訓練等のリハビリを進めていく。排便コントロールにて　　　　　　　　　　　　　　　　　　除剤可。

· 猪石　和宏様～処方内容変更なく7日分処方となる。

· 三浦　久司様～両親と面談実施。今後、措置解除の方向で進めていく。現在の生活保護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は千葉市給されているため、今後の金銭面の心配があるためPSWに確認していく。

・山﨑　清助様～多動性みられるため、薬剤調整している。

・川村　喜一様～薬剤変更となり、7日分処方となる。

・鈴木　文代様～処方変更なく、同内容で7日分処方となる。

・高田　マキ様～本日、ハロマンス実施。母様面談実施しており、今後は青山荘に入所していく方向で施設見学も進めていく。

・吉島　千寿子様～臨時薬の胃薬は同内容で処方となっている。

＜入院患者様情報＞

日　　時：6月16日　14：30

　病棟病室：東病棟Bユニット2号室  　　

      氏名：原　美穂（はら　みほ）様

　生年月日：昭和45年7月10日（46歳）

　　　性別：女性

　　主病名：統合失調症

　入院形態：任意入院

　　主治医：田名部Ｄｒ

　入院に至った経緯：

H28.11.2～11.21当院1回目の入院。退院後、あおぞらクリニックへ通院していたがH29.1.26を最後に自己中断。その間、九州の実家へ帰っていたとの事で、10日前にこちらに帰省している。3日程前より、話し掛けに対して反応悪く、今朝2時頃より「サイレンの音がする」「情報が漏れている」と話し、暴れ出したとのこと。本日、あおぞらクリニック受診時、興奮は無いが、病識に欠け、症状を隠すような言動が目立っていたとのこと。御家族より、入院加療を希望されており、当院紹介になり、受診。薬剤調整目的にて、東病棟Ｂユニットへ任意入院となる。

